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歳入 362 億 6023 万円
（対前年度 35 億 4936万円の増額）

平成 27年度の市の決算がまとまりましたので、その概要をお知らせします。

　財源構造から見ると、自主財源が165億8308
万円（45.7％）、依存財源が196億7715万円（54.3
％）となりました。自主財源の割合は前年度から
4.6ポイント下がり、3年連続の低下となりまし
た。
　これは、総合スポーツセンター施設整備などに
伴う臨時的な事業費を市債などの依存財源でまか
なったことが主な要因です。自主財源のさらなる
確保は、市の財源構造上の課題です。
主な増減内容（金額は対前年度増減額）
▶市税　927万円増 
法人市民税とたばこ税が減収となりましたが、
個人の総所得の増に伴う個人市民税や固定資産
税の増収により市税総額は増となりました。
▶市債　17億210万円増 
総合スポーツセンター施設整備事業や東隈浄水
場施設改良に伴う出資金のための借入が増とな
りました。
▶地方交付税　1億1101万円増 
社会保障関係経費の増が反映されたことや人口
減少等特別対策事業費が新たに加えられたこと
などにより増となりました。

▶国県支出金　7億7145万円増 
生活保護費国庫負担金や学校施設環境改
善交付金などが増となりました。

※「実質収支額（純黒字額）」は、「差引額」から翌年度に繰り越して使うことが決まっている財源を引いた額です。

《総括》
　歳入は、繰越金、使用料および手数料などが減となりましたが、市債、地方消費税交付金および国県支出金な
どが増となり、全体では増額となりました。
　歳出は、公債費および人件費などが減となりましたが、総合スポーツセンター施設整備事業費などの投資的経
費、私立保育所に対する負担金や障がい者に対する給付などの扶助費などが増となり、全体では増額となりまし
た。
　その結果、平成27年度は10億3214万円の黒字となり、平成28年度に繰り越しました。

区　分 平成26年度 平成27年度
歳入額 327 億 1087万円 362億 6023万円
歳出額 317 億 3178万円 352億 2420万円
差引額 9 億 7909万円 10億 3603万円

実質収支額（純黒字額）※ 6 億 4850万円 10億 3214万円

一般会計 市の行政運営の基本的な経費を扱う会計です。

注：人口は平成27
年 度 末 人 口（11万
2762人）を基準にし
ています。

諸収入など 2.4％
8億6964万円

市税 34.7％
125億9530万円

繰入金・繰越金など 5.6％
20億3589万円

使用料・手数料など
3.0％
10億8225万円

地方交付税 11.9％
43億2936万円

国県支出金 22.8％
82億6574万円

地方譲与税など
6.6％
23億7255万円

市債 13.0％
47億950万円

自主財源
45.7％
165億8308万円

依存財源
54.3％
196億7715万円

☎　電話番号　F　ファックス番号

平成27年度

市税：個人・法人市民税、固定資産税など
繰入金・繰越金など：前年度からの繰越金や他会計からの繰入金など
使用料・手数料など：市営住宅の家賃や保育料、公共施設の賃料など
諸収入など：県受託事業費や各種教室受講費など
国県支出金：特定の事業のために国や県が交付するお金
市債：大きな事業を行うための借入金
地方交付税：全国どこでも必要最小限の行政サービスが受けられるよう
国が交付するお金

地方譲与税など：国や県が徴収した税金の一部を市に分配するもの
自主財源：市が自主的に調達できるお金
依存財源：国や県からの交付金や借入金など
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歳出（性質別） 352億2420万円
（対前年度 34億9242万円の増額）

区分 目的 決算額 対前年度増減額 伸び率 市民１人当たりの
決算額

民生費 子どもや障がい者、高齢者などの福祉のために 138億9337万円 5億8658万円 4.4％ 12万3210円
教育費 小・中学校の運営や、文化・スポーツの振興のために 83億6337万円 32億8783万円 64.8％ 7万4168円
総務費 市の運営、戸籍、選挙などのために 32億5345万円 6億4409万円 24.7％ 2万8852円
公債費 借入金の返済のために 27億9229万円 ▲2億4276万円 ▲8.0％ 2万4763円
土木費 道路や公園など都市基盤の整備のために 26億4651万円 ▲7億2722万円 ▲21.6％ 2万3470円
衛生費 健康づくりやごみ処理、リサイクルなどのために 26億225万円 ▲1億1686万円 ▲4.3％ 2万3077円
消防費 市民の生命を守り、災害を防ぐために 9億3888万円 5031万円 5.7％ 8326円
商工費 商工業の振興、中小企業の育成のために 3億9573万円 507万円 1.3％ 3509円
議会費 議会の運営などのために 2億8557万円 864万円 3.1％ 2532円
労働費 雇用拡大や失業対策などのために 2984万円 ▲192万円 ▲6.0％ 265円
農林水
産業費 農業振興などのために 2220万円 ▲180万円 ▲7.5％ 197円

その他 その他の支出 74万円 46万円 161.7％ 7円
合計 352億2420万円 34億9242万円 11.0％ 31万2376円

歳出を目的別にみると…

　性質別分類では、「どのような用途にいくら
の経費が支出されたか」が分かります。
主な増減内容（金額は対前年度増減額）
▶義務的経費　8748万円減
私立保育所に対する負担金などの扶助費が
増となりましたが、退職手当および市債元
利償還金などが減となりました。
▶投資的経費　33億985万円増
総合スポーツセンター施設整備事業、春日
東中学校施設整備事業の事業費が増となり
ました。
▶その他　2億7005万円増
塵芥焼却処理費および国民健康保険事業特
別会計繰出金などが減となりましたが、公
共施設等整備基金、財政調整基金への積立
額などが増となりました。

目的別分類では、「どのような目的のために経費が支出されたか」が分かります。

人件費 10.0％
35億3582万円

義務的経費 42.7％
150億8122万円

扶助費 24.8％
87億5598万円

公債費 7.9％
27億8942万円

普通建設事業費 20.7％
72億8120万円

その他の経費
36.6％
128億6178万円

物件費 12.6％
44億2531万円

補助費等 9.6％
33億7753万円

その他 5.7％
19億9118万円

投資的経費
 20.7％
72億8120万円

繰出金 8.7％
30億6776万円

衛生費
7.4

0 20 40 60 80 100

民生費
39.4

教育費
23.8

総務費
9.2

公債費
7.9

消防費
2.7

（％）

商工費
1.1
議会費
0.8
労働費

農林水産業費
各0.1土木費

7.5

■構成比■主要な事業（金額は平成27年度事業費）
※▲はマイナスを表します。

▷総合スポーツセンター施設整備
　　　　　　　　　　　 44億5708万円
▷春日東中学校施設整備　7億1276万円
▷市営住宅建て替え　   　2億8122万円
▷こども医療費支給　 　  2億6653万円
▷西鉄春日原駅周辺整備　2億5610万円

扶助費：生活保護費や児童手当、障がい者への給付費など
人件費：職員給与や議員報酬など
公債費：借入金の返済
普通建設事業費：道路や学校などの建設費など
物件費：光熱水費や施設の維持管理、事務用品購入費など
補助費等：各種団体などへの補助金や負担金など
繰出金：一般会計から特別会計に支出する経費
義務的経費：毎年必ず支出が必要となる固定的な経費
投資的経費：将来に残るものに支出する経費

市 報 か す が
平成28年10月15日3



一部事務組合等

　特別会計などの財源不足のうち、一般会計で負担することが認められている経費については、一般会計からの
繰り入れを行いました。

　一部事務組合等は、市単独で行うよりも、複数の市町村で実施する方が効率的、効果的な事務を広域処理する
ために設置されています。春日市が負担金を支出している一部事務組合等の決算収支の状況は下表のとおりです。

団体名 歳入総額
❶

歳出総額
❷

歳入歳出差引
❶−❷ 春日市負担金 市民1人当たりの

負担金額

春日大野城衛生施設組合
（し尿、不燃ごみの処理など） 5億2431万円 4億9756万円 2675万円 2億847万円 1849円

春日・大野城・那珂川消防組合
（消防に関する業務など） 24億3278万円 24億199万円 3079万円 8億8478万円 7846円

筑慈苑施設組合
（火葬場の運営など） 2億6890万円 2億5680万円 1210万円 3670万円 325円

福岡県自治振興組合
（市町村職員の研修、公文書館の運営など） 2億4767万円 2億3591万円 1176万円 137万円 12円

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合
（非常勤消防団員に係る災害補償に関する事務
など）

9960万円 9936万円 24万円 75万円 7円

筑紫自治振興組合
（筑紫地区地域活動支援センターつくしぴあの
運営など）

4240万円 3769万円 471万円 872万円 77円

福岡都市圏南部環境事業組合
（可燃ごみの処理施設設置に関する事務など） 106億5611万円 104億4833万円 2億778万円 8339万円 740円

福岡県後期高齢者医療広域連合
（後期高齢者医療制度の事務など）

一般会計 5億4026万円 4億3527万円 1億499万円 597万円 53円

後期高齢者
医療特別会計 7379億7379万円 7056億2420万円 323億4959万円 19億8914万円 1万7640円

会計区分 歳入（収入）
❶

歳出（支出）
❷

差引額
❶−❷

一般会計からの
繰入金

市民1人当たりの
繰入金額

国民健康保険事業特別会計
（国民健康保険の運営のための会計） 127億2336万円 121億4826万円 5億7510万円 11億3782万円 1万90円

後期高齢者医療事業特別会計
（後期高齢者医療の運営のための会計） 13億604万円 12億3980万円 6624万円 2億5320万円 2246円

介護保険事業特別会計
（介護保険の運営のための会計） 60億6318万円 59億9406万円 6912万円 8億7687万円 7776円

下水道事業会計
（下水道の管理・運営のための会計）

収益的収支 23億9805万円 19億4242万円 4億5563万円
5億2375万円 4645円

資本的収支 17億331万円 26億1372万円 ▲9億1041万円
（※）

※▲はマイナスを表します。
※下水道事業会計の資本的収支の不足分は、内部留保資金で補てんしています。

特別会計等 特定の事業を行うため一般の歳入歳出と区分して処理する会計です。

※上水道事業を行う「春日那珂川水道企業団」の決算状況については、同企業団ウェブサイト（http://kasuga-nakagawa-suid 
o.or.jp/）で公開されます。
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市　債（市の借金）

　市債は、道路や公共施設などを造るために借り入
れた借金です。一般会計における市債の発行額と残
高の推移は次のとおりです。
　市債残高は前年度から増加しています。これは、
総合スポーツセンターなどの施設整備を行ったため
です。今後も、大型公共施設の更新が予定されてい
ますので、引き続き残高の抑制に努める必要があり
ます。

基　金（市の預金）

　基金は、特定の目的のために資金の積み立て（運
用）などを行う市の預金です。そのうち、財政調整
基金は、予期しない収入の減少や災害などによる突
発的な支出に備えるためのものです。
　平成27年度は公共施設等整備基金や県施行都市
計画道路事業等整備基金などを積み立て、市民スポ
ーツセンター整備基金などを取り崩した結果、市の
預金が約1.8億円増加しました。
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20.318.6 19.4

その他の市債残高
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発行額
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　「経常収支比率」は、財政構造の弾力性を表
す指標で、地方税や地方交付税など毎年収入
がある一般財源に対する、毎年固定的に支出
される経費の割合です。この割合が高いほど
投資的な経費に充てる余裕が少なくなり、財
政運営が厳しくなります。
　市の経常収支比率は、前年度から5.7ポイ
ント改善し、85.1％になりました。これは、
消費税増税に伴う地方消費税交付金の増や普
通交付税の増など経常一般財源等収入が増え
たことに加え、定年退職者の減に伴う退職手
当の減や市債元利償還金の減などにより経常
的経費が減少したことが要因です。
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類似団体
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27
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※1 類似団体とは、全国の市の中で春日市と人口・産業構造が類似した団体を
指します。県内では飯塚市、県外では東京都青梅市などが類似団体です。

※2 類似団体の平成27年度数値はまだ公表されていません。

問い合わせ先　財政課財政担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1145
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

■市債発行額と残高の推移（一般会計） ■基金残高の推移

■経常収支比率の推移

市債（市の借金）および基金（市の預金）の状況

　大型公共施設などの更新事業の推進により、今後も借金は必要ですが、可能な限り新規の借入れを抑制し、また、自主財
源の確保、事務事業の一層の見直し、適正な受益者負担を図ることで、引き続き健全な財政運営に努めます。

経常収支比率 85.1%（平成26年度　90.8%）

市 報 か す が
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全会計の赤字の度合い
この比率が高いほど赤字額が大きくなります。

普通会計※1の赤字の度合い
この比率が高いほど赤字額が大きくなります。

　地方公共団体の財政破綻を未然に防ぎ、財政再生や健全化を図るため、平成19年6月に「地方公共
団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。この法律で、財政運営の健全性を診断するた
めの健全化判断比率と資金不足比率を公表することが、地方公共団体に義務付けられています。
　春日市でもこれらの比率を算定し、財政運営の健全性を診断しましたので報告します。

春日市の財政は健全な状態です
健全化判断比率はいずれも早期健全化基準を大きく下回っています。
これは、市の財政が健全な状態であることを示しています。

※1 普通会計は、決算上の会計で、春日市では一般会計が該当します。
※2 実質赤字比率、連結実質赤字比率において赤字がない（黒字である）場合には、「−」で表記します。
　   同時に過去の比率との比較を行うため、数値化しています。

①「実質赤字比率」、②「連結実質赤字比率」、③「実質公債費比率」、④「将来負担比率」の4項目があり、
地方公共団体の赤字の度合いなどを診断します。
★診断のための目安として、早期健全化基準、財政再生基準が設けられています。

①実質赤字比率②連結実質赤字比率

[算定結果]　— ％※2( −5.44％ )
黒字の場合、数値化するとマイナスになります。

[算定結果]　— ％※2( −13.97％ )
黒字の場合、数値化するとマイナスになります。

【早期健全化基準】
この基準を超えた場合、財政健
全化計画を立てることが義務付
けられるなど、外部の厳しいチェック
を受けた上での自主改善努力が求めら
れます。

〈比率の推移〉

-5

0

5

10

15

20

25

25 26 27 （年度）
-5.44%-4.86％ -3.51%

財政再生基準　20.00％

　　早期健全化基準　12.55％

（%）

-20

-10

0

10

20

30

40

25 26 27 （年度）

-13.97%-11.13％ -12.06%

早期健全化基準　17.55％

財政再生基準　30.00％
（%）

〈比率の推移〉
悪化

健全

悪化

健全

健全化判断比率とは？

イエロー
カード（注意）

レッド
カード（指導）

△市マスコットキャラクター
あすかちゃん、かすがくん

【財政再生基準】
この基準を超えた場合、財政再
生計画を立て、外部の厳しい
チェックを受け、国などの指導の下で
財政再生に取り組むことになります（将
来負担比率には財政再生基準なし）。

☎　電話番号　F　ファックス番号　



市 報 か す が
平成28年10月15日7

将来の収入との比較で、借金残高などの負債が
将来の財政を圧迫する度合い

この比率が高いほど、将来の財政が圧迫される恐
れがあるといえます。

借金の返済金などが財政を圧迫している
度合いの３カ年平均値

この比率が高いほど、借金の返済金などで財政が
圧迫されているといえます。

③実質公債費比率④将来負担比率

[算定結果]　2.6％（平成25〜27年度平均）
前年度から0.5ポイント改善し、制度開始後、最も良い
数値になりました。

[算定結果]　 — ％※3(−53.5％)
将来の収入が負債を上回る場合、数値化するとマイナ
スになります。

※3 将来負担比率において、将来の収入が将来の負債を上回っている場合には、「−」で表記します。
　　同時に過去の比率との比較を行うため、数値化しています。

　問い合わせ先　財政課財政担当　 （584）1111（代表）　F（584）1145

　　　　　　春日市の財政は健全な状態にあります。
　　　　　　今後も、引き続き適正な財政運営に努めていきます。

市が実施する下水道事業の経営状態を、資金不足の度合い（資金繰りの危険度）から個別に診断するた
めの比率です。この比率が高いほど資金繰りが危険であるといえます。

この基準を超えた場合、経営健全化計画を立て、外部の厳しいチェックを受けた上での自主改善努力
が求められます。

★診断のための目安として、経営健全化基準（20.0％）が設けられています。

※4 資金不足比率において、資金不足がない（資金繰りに問題がない）場合には、「−」で表記します。
　   同時に過去の比率との比較を行うため、数値化しています。

[算定結果]　 — ％※4( −54.7％)
▷資金不足がない（資金繰りに問題がない）場

合、比率はマイナスになります。
▷経営健全化基準を大きく下回っているので、

下水道事業会計の経営は健全であるといえま
す。

-50
-40
-30
-20
-10
0
10
20
30

25 26 27 （年度）

-54.7%
-41.8％

-47.2%

経営健全化基準　20.0％

（%）

-60

-100
-50
0
50
100
150
200
250
300
350
400

25 26 27 （年度）

-53.5%-75.8％ -68.0%

早期健全化基準　350.0％

（%）

0
5
10
15
20
25
30
35
40

25 26 27 （年度）

2.6%3.6％ 3.1%

早期健全化基準　25.0％

財政再生基準　35.0％
（%）

〈比率の推移〉 〈比率の推移〉

悪化

健全

悪化

健全

悪化

健全

資金不足比率とは？

〈比率の推移〉
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市からのお知らせ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

通行止
め【当

日】9
:30-1

5:30

【前日】

西出張所
臨時駐車場

【当日】

西出張所
コミュニティバスやよい
②須玖線
福祉ぱれっと館前

いきいきフェスタ会場
いきいきプラザ

臨時駐車場

コミュニティバスやよい
②須玖線臨時バス停
春日小学校前

昇町

至宝町

至須玖

春日小前

●
福祉ぱれっと館

県道56号

（JA駐車場）

いきいきフェスタ会場
春日小学校

　
10
月
23
日
㈰
は「
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ

春
日
２
０
１
６
」の
開
催
に
伴
い
、
次
の

と
お
り
交
通
規
制
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
車
両
通
行
止
め

▽
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
前
の
道

路
は
車
両
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

迂う
か
い回
し
て
く
だ
さ
い
。

○
や
よ
い
バ
ス
停
の
変
更

▽
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
よ
い（
須

玖
線
）１
便
か
ら
７
便
の
間
の
バ
ス

停
を
変
更
し
ま
す
。

　
バ
ス
セ
ン
タ
ー
発（
往
路
）

停
車
し
な
い
バ
ス
停　
福
祉
ぱ
れ
っ
と

館
前
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
前

臨
時
停
車
す
る
バ
ス
停　
春
日
小
学
校

前

　
バ
ス
セ
ン
タ
ー
行（
復
路
）

停
車
し
な
い
バ
ス
停　
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
前

市
役
所
西
出
張
所
の
駐
車
場

　

通
常
通
り
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

下
図
の
と
お
り
駐
車
場
を
変
更
し
ま
す
。

▽
10
月
22
日
㈯　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
裏
の

親
水
公
園
駐
車
場　

▽
10
月
23
日
㈰　
Ｊ
Ａ
春
日
支
店
の
駐
車

場
※
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
来
場
者
の
使
用
は

で
き
ま
せ
ん
。
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
会

場
へ
は
、
無
料
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス（
ふ

れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
と
い
き
い
き

フ
ェ
ス
タ
会
場
の
区
間
を
定
期
運
行
）、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
西
鉄
バ
ス
な

ど
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
今
号
の
市
報
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
車
両
通
行
止
め
に
関
す
る
こ
と　

　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当（
い

き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎（
５
０
１
）１
１
３
４

　
F（
５
０
１
）０
０
５
１

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
関
す
る
こ
と　

都
市
計
画
課
計
画
担
当（
市
役
所
３
階
）

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

　
F（
５
８
４
）１
１
４
３

▽
市
役
所
西
出
張
所
に
関
す
る
こ
と　

　
西
出
張
所（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎（
５
０
１
）１
１
３
３

　
F（
５
０
１
）０
０
５
１

い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
春
日
２
０
１
６
に
伴
う
交
通
規
制
と
西
出
張
所
の
駐
車
場
の
変
更
に
つ
い
て
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市
は
、
11
月
３
日
㈭
の
文
化
の
日
に
、

福
祉
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
市
の
発
展
に
寄
与
し
た
人
や
市

民
の
模
範
と
な
る
人
な
ど
を
表
彰
し
ま

す
。

　
表
彰
者
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
、
ぜ

ひ
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
式
典
の
第
一
部
で
、
岩い
わ
さ
き崎
大だ
い
す
け輔

さ
ん（
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
）の
ピ
ア
ノ
に

よ
る
祝
賀
の
演
奏
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
３
日
㈭

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午（
予
定
）

会
場　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
サ

ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

※
被
表
彰
者
は
10
月
27
日
㈭
か
ら
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.city.
kasuga.fukuoka.jp/

）で
公
開
予
定

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
総
務
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
２

　　
県
は
、
一
人
親
世
帯
な
ど
の
生
活
実
態

お
よ
び
要
望
事
項
な
ど
を
把
握
す
る
た
め

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
５
年
ご
と
に
実
施
し
て

お
り
、
結
果
は
今
後
の
一
人
親
家
庭
等
福

祉
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
の
基
礎
資
料

と
な
り
ま
す
。
対
象
世
帯
へ
調
査
票
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
養
育
者
世
帯
は
、
事
前
に
協
力
意
思
を

確
認
し
た
上
で
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
。

対
象　
県
内
で
無
作
為
に
抽
出
し
た
６
２ 

５
０
世
帯（
母
子
世
帯
３
７
５
０

世
帯
、父
子
世
帯
２
０
０
０
世
帯
、

養
育
者
世
帯
５
０
０
世
帯
）

調
査
基
準
日　
11
月
１
日
㈫

調
査
期
間　
10
月
25
日
㈫
〜
11
月
15
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　
県
福
祉
労
働
部
児
童
家

庭
課

☎（
６
４
３
）３
２
５
７

F（
６
４
３
）３
２
６
０

　
ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
向
上
の
た

め「
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
一
掃
大
作
戦
」を
行
い

ま
す
。

　
散
歩
時
の
ふ
ん
の
放
置
な
ど
、
一
部
の

心
無
い
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
違
反
の
た
め

に
、
多
く
の
人
が
不
快
な
思
い
を
し
て
い

ま
す
。

　
飼
い
主
一
人
一
人
が
マ
ナ
ー
向
上
を
意

識
し
て
行
動
す
れ
ば
、
人
と
ペ
ッ
ト
は
快

適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
作
戦
に
参
加
し
て
、
一
緒
に
ペ
ッ

ト
の
ふ
ん
を
回
収
し
な
が
ら
、
マ
ナ
ー
向

上
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も
不
要
で

す
。

日
時　
10
月
27
日
㈭（
雨
天
中
止
）

　
　
　
午
後
４
時
〜
５
時

集
合
場
所　

白
水
大
池
公
園
管
理
棟
前

（
下
白
水
２
０
９
）

内
容　
白
水
大
池
公
園
内
に
放
置
さ
れ
た

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
を
拾
う

※
午
後
３
時
か
ら
、
犬
の
飼
い
主
同
士
の

交
流
を
図
り
な
が
ら
、
し
つ
け
の
必
要

性
や
大
切
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
た

め
、
し
つ
け
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。
飼

い
犬
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
生
活
環
境
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

平
成
28
年
県
ひ
と
り
親
世
帯
等

実
態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

第
29
回
市
表
彰
式　

功
績
を
た
た
え
て

第
15
回
ペッ
ト
の
フ
ン

一掃
大
作
戦

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬（先発医薬品）
の特許が切れた後に開発された、新薬と同じ有効成分・効果
を持つ医薬品で、国の認可のもと製造販売されています。
　新薬より価格が安いため、利用することで、皆さんの医療
費負担が下がるだけでなく、市国民健康保険（市国保）財政
の負担も軽減されます。また、飲みやすく工夫された薬もあり
ます。
　なお、市国保では、ジェネリック医薬品差額通知（新薬か
ら切り替えた場合の薬代の軽減額を試算したもの）の送付、
ジェネリック医薬品希望カードケース（被保険者証ケース）の
交付を実施しています。切り替えを希望する際に活用してくだ
さい。
※全ての先発医薬品にジェネリック医薬品があるわけではあ

りません。切り替えを希望する際は、医師・薬剤師に相談し
てください。
問い合わせ先　国保医療課国保担当

☎（５８４）１１１１（代表）　F（５８４）１１４１

ジェネリック医薬品を活用しませんか
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平
成
28
年
度
春
日
市
市
民
活
動
活
性
化

事
業
補
助
金
制
度
の
申
請
は
、
12
月
28
日

㈬
ま
で
で
す
。

市
民
公
益
活
動
と
は

　
複
数
の
市
民
が
自
主
的
か
つ
自
発
的
に

行
う
も
の
で
、
公
益
の
増
進
に
寄
与
す
る

活
動
で
す
。

補
助
制
度
の
目
的

　
市
民
公
益
活
動
の
事
業
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
こ
と
で
、
身
近
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
団
体　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す

団
体

▽
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る

▽
１
年
間
以
上
活
動
実
績
が
あ
る

▽
団
体
構
成
員
が
５
人
以
上（
う
ち
半
数

以
上
が
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
）

▽
活
動
が
団
体
構
成
員
以
外
に
も
開
か
れ

て
い
る

対
象
事
業　
地
域
福
祉
、
健
康
増
進
、
体

力
増
進
、
子
育
て
、
防
犯
、
防
災
、

生
涯
学
習
、
文
化
振
興
、
消
費
者

啓
発
、
国
際
交
流
、
男
女
共
同
参

画
、
自
治
会
支
援
、
そ
の
他
地
域

社
会
に
貢
献
す
る
内
容（
環
境
の

保
全
お
よ
び
美
化
を
除
く
）に
関

す
る
事
業

※
年
度
内
に
他
の
団
体
な
ど
か
ら
補
助
金

な
ど
の
財
政
的
な
支
援
を
受
け
る
事
業

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
過
去

に「
春
日
市
市
民
公
益
活
動
事
業
補
助

金
」を
受
け
た
事
業
と
同
一
内
容
の
事

業
も
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額（
上
限
額
20
万
円
）

▽
補
助
金
交
付
対
象
経
費
の
合
計
額
が

５
万
円
以
下
の
場
合
：
全
額

▽
補
助
金
交
付
対
象
経
費
の
合
計
額
が

５
万
円
を
超
え
る
場
合
：
５
万
円
を
超

え
る
額
の
２
分
の
１
を
５
万
円
に
加
え

た
額

※
補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

申
請
期
限　

12
月
28
日
㈬（
随
時
受
け
付

け
）

※
必
要
書
類
は
、
地
域
づ
く
り
課（
市

役
所
４
階
）
か
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.city.kasuga.

fukuoka.jp/life/m
achidukuri/

shim
inkatudou.htm

l

）
で
入
手
で

き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
づ
く
り
課

地
域
づ
く
り
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
５
３

市
民
活
動
活
性
化
事
業　
補
助
金
申
請
受
付

　
よ
り
よ
い
春
日
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
た
め
、
市
長
が
市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
を
し
ま
す
。

　
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
地
区
ト
ー
ク

　
日
程
・
会
場

　
▽
10
月
17
日
㈪　
大
和
町
地
区
公
民
館

　
▽
10
月
18
日
㈫　
千
歳
町
地
区
公
民
館

　
▽
10
月
25
日
㈫　
若
葉
台
西
地
区
公
民
館

　
▽
10
月
26
日
㈬　
春
日
地
区
公
民
館

　
▽
10
月
27
日
㈭　
春
日
原
地
区
公
民
館

　
▽
11
月
１
日
㈫　
平
田
台
地
区
公
民
館

　
▽
11
月
２
日
㈬　
春
日
原
南
地
区
公
民
館

　
時
間　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

○
全
体
ト
ー
ク

　
　
各
地
区
の
出
前
ト
ー
ク
に
参
加
で
き

な
か
っ
た
人
や
、
全
市
的
な
意
見
の
あ

る
人
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

　
手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
を
行
い
、
託

児（
首
が
す
わ
っ
て
い
る
生
後
３
カ
月

以
上
の
未
就
学
児
、
無
料
、
先
着
５
人

程
度
、
10
月
31
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
子
ど
も

の
年
齢
を
伝
え
て
申
し
込
む
）も
あ
り

ま
す
。

日
時　
11
月
13
日
㈰

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

２
階
大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
５

出
前
ト
ー
ク　

10
月
後
半
、11
月
上
旬
の
日
程

　
市
議
会
議
員
が
日
ご
ろ
の
議
会
活
動
を

報
告
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換

を
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

気
軽
に
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
は
２
つ
の
会
場
で
開
催
し

ま
す
が
、
議
会
か
ら
の
報
告
は
ど
ち
ら
も

同
じ
内
容
で
す
。

会
場
・
日
時

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
２
階
大

会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）　

　
10
月
21
日
㈮

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

▽
春
日
東
中
学
校
い
ず
み
ホ
ー
ル（
若
葉

台
東
１
ー
41
）

　
10
月
28
日
㈮

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

問
い
合
わ
せ
先　
議
事
課
議
事
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
６

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
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事
業
主
で「
所
得
税
は
源
泉
徴
収
し
て

い
る
け
れ
ど
個
人
住
民
税
は
徴
収
し
て
い

な
い
」と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、
所
得

税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
給
与
支
払
者

で
あ
る
事
業
主
が
、
納
税
義
務
者
で
あ
る

従
業
員
に
代
わ
っ
て
、
毎
月
支
払
う
給
与

か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し
引
き
、
従
業
員

が
住
ん
で
い
る
市
町
村
に
納
入
す
る
制
度

で
す
。

　
特
別
徴
収
は
納
税
義
務
者
が
金
融
機
関

な
ど
に
納
税
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
税

を
忘
れ
て
滞
納
と
な
っ
た
り
、
延
滞
金
が

掛
か
っ
た
り
す
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
税
額
計
算
は
市
町
村
で
行
う
の

で
、
所
得
税
の
よ
う
に
事
業
主
が
毎
月
計

算
す
る
手
間
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
普
通
徴
収（
個
人
納
付
）は
年
４

回
の
支
払
い
で
す
が
、
特
別
徴
収
は
12
回

に
分
割
し
て
毎
月
の
給
与
か
ら
差
し
引
か

れ
る
の
で
、
従
業
員
の
１
回
当
た
り
の
負

担
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
全
市
町
村
は
、
給
与
所
得
者（
従

業
員
）の
納
税
の
利
便
性
の
向
上
と
税
負

担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
平
成
29
年
度

課
税
分
か
ら
次
の
取
り
組
み
を
一
斉
に
実

施
し
ま
す
。

▽
特
別
徴
収
を
現
在
実
施
し
て
い
な
い
事

業
主
を
対
象
に
、
特
別
徴
収
義
務
者
と

し
て
の
指
定
を
徹
底
し
ま
す
。

▽
既
に
特
別
徴
収
を
実
施
し
て
い
る
事
業

主
も
、
普
通
徴
収
と
し
て
い
る
従
業
員

の
特
別
徴
収
へ
の
切
り
替
え
を
徹
底
し

ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
29
年
１
月
か
ら
提

出
す
る
給
与
支
払
報
告
書
か
ら
、
全
て
の

事
業
主
に
お
い
て
普
通
徴
収
に
係
る
取
り

扱
い
と
事
務
手
続
き
が
一
部
変
更
と
な
り

ま
す
。

①
特
別
徴
収
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る

従
業
員（
普
通
徴
収
が
認
め
ら
れ
る
従

業
員
）を
県
内
全
市
町
村
で
統
一
し
た

要
件
と
し
て
設
け
ま
す
。

②
①
の
要
件
に
該
当
し
、
特
別
徴
収
す
る

こ
と
が
困
難
な
従
業
員
が
い
る
場
合

は
、
事
業
主
か
ら「
普
通
徴
収
申
請
書
」

に
よ
る
申
し
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

普
通
徴
収
が
認
め
ら
れ
る
従
業
員
の
例

▽
退
職
し
た
人
ま
た
は
給
与
支
払
報
告
書

を
提
出
し
た
年
の
５
月
末
ま
で
の
退
職

予
定
者

▽
年
間
の
給
与
の
支
払
額
が
93
万
円
以
下

の
人

▽
事
業
専
従
者
と
な
っ
て
い
る
人（
事
業

主
が
個
人
の
場
合
の
み
）

　

詳
し
く
は
、
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
個

人
住
民
税　

特
別
徴
収
推
進
の
ひ
ろ
ば
」

（「
福
岡
県　
特
別
徴
収
推
進
」で
検
索
）を

保
健
師
嘱
託
職
員
募
集

県
内
全
市
町
村
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
徹
底

　
保
健
師
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容

▽
介
護
予
防
業
務（
高
齢
者
の
運
動
教
室

の
運
営
な
ど
）

▽
高
齢
者
保
健
福
祉
業
務（
高
齢
者
の
相

談
受
付
な
ど
）

▽
そ
の
他
関
連
事
務

対
象　

▽
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
人

▽
パ
ソ
コ
ン（
Ｗワ

ー

ド

ｏ
ｒ
ｄ
に
よ
る
文
書
の

作
成
、
Ｅエ

ク

セ

ル

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
に
よ
る
表
作
成
）

の
操
作
が
で
き
る
人

▽
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

任
用
期
間　
12
月
12
日
㈪
〜
平
成
29
年
３

月
31
日
㈮（
更
新
の
場
合
あ
り
）

勤
務
日
数　
週
５
日（
月
〜
金
曜
日
）

勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

45
分（
休
憩
時
間
45
分
）

勤
務
場
所　
高
齢
課（
市
役
所
１
階
）

報
酬　

月
額
20
万
１
２
０
０
円（
有
給
休

暇
・
社
会
保
険
・
交
通
費
制
度
あ

り
、
賞
与
な
し
）

募
集
人
員　
１
人

選
考
方
法　
１
次
：
書
類
審
査
、
２
次
：

面
接（
日
程
は
後
日
連
絡
）

応
募
方
法　

11
月
４
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、
郵
送
か
直
接
窓
口
で
履
歴
書

を
提
出
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢
者

支
援
担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１
春

日
市
役
所
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）３
０
９
０

見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
制
度
に
関
す
る
こ
と　

　
県
税
務
課
個
人
住
民
税
徴
収
機
動
班

　
☎（
６
４
３
）３
０
４
９

▽
手
続
き
に
関
す
る
こ
と　

　
市
税
務
課
市
民
税
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）



トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

春日北中学校2年生　

市役所で職場体験
　9月14日から15日までの2日間にわたり、春日北中学校2年の堤

つつみ
　陽

ひ な
菜さ

んと片
かた

岡
おか

彩
あ や の

乃さんが、市秘書広報課に職場体験に来ました。
　職場体験では、同課の広報業務である市報作成やウェブサイトの更新の他、
広聴業務の1つ、出前トークのため、公民館での事前協議に同行しました。
初日は緊張した面持ちで同課の担当職員の話を聞いていた2人も、2日目に
は少しリラックスした雰囲気で業務をこなしていました。2人が作成した編集後記「さんぽみち」は21ページに掲載。　

△真剣に編集後記を作成する堤さん
（左）と片岡さん

春日市民吹奏楽団

第61回九州吹奏楽コンクールで金賞受賞
　８月28日にイイヅカコスモスコモン（飯塚市）で行われた第61回九州吹奏
楽コンクール「職場・一般の部」で見事金賞に輝き、10月30日に石川県の金
沢歌劇座で行われる全国大会に出場が決定した春日市民吹奏楽団。今年で３
年連続出場となります。同団は結成して今年で38年目。団員数も市内外を
含め73人もの大所帯で活動しています。
　全国大会出場決定の報告をするため、9月20日に市役所を訪れた団長の
大
お お つ や ま

津山成
し げ と

人さんは、「出場定員が65人のため、大会に出場できない8人も含め全員で臨むつもりで、精一杯頑張って
きます」と意気込みを語りました。
　市長は「すっかり全国大会の常連ですね。健闘を期待しています」と激励しました。

　　

　9月19日、春日原地区で敬老祝賀会が開催され、新80歳の22人を含む75人が

出席しました。

　足取りも軽やかに会場の階段を上がる春日原北町の小
こ じ ま

島トシ子
こ

さん（90歳）に

健康の秘訣を尋ねると、「毎朝約2000歩の散歩と、3度の食事をおいしくいただ

くことでしょう」と満面の笑みで語られました。

　祝宴では、春日野中学校ブラスバンドの演奏を始め、市社会福祉協議会ボランティアによるマジックショーを、皆

さん楽しそうに見入っていました。

　また、同ボランティア「風の会」のハーモニカ演奏では、「青い山脈」、「丘を越えて」、「ふるさと」に合わせて合唱し、

会場いっぱいに明るい歌声が響き渡りました。健康寿命を維持し、これからもお健やかにお過ごしください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報レポーター　鬼
おにづか

塚文
ふ み こ

子）

春日原地区自治会　敬老祝賀会

△風の会のハーモニカ演奏に合
わせ合唱する参加者たち

△全国大会出場の報告をする春日市民
吹奏楽団の綾部（あやべ）さん（左）、大
津山さん（右から2番目）、八尋（やひ
ろ）さん（右）と市長
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小塚千秋さん（天神山）

ＪＩＣＡ青年海外協力隊としてガーナへ派遣
　9月21日、Ｊ

ジ ャ イ カ
ＩＣＡ青年海外協力隊として2年間ガーナに派遣される小

こ づ か
塚

千
ち あ き

秋さんが、9月27日の出国を前に、派遣の事前報告をするため市役所を訪
れました。
　高校の恩師から青年海外協力隊として社会貢献をしたときの話を聞いた
ことがきっかけで、同協力隊に志願しました。
　現地では、約2週間ほどホームステイをして現地語の研修を行った後、主に16歳から18歳までの高校生を対象に、
パソコンインストラクターとしてワード、エクセル操作などパソコンの基本操作の指導に携わります。
　自分のスキルを生かし、現地の人たちの人生の選択肢を1つでも2つでも増やしたいとの熱い思いを持って、ガー
ナへ向かう小塚さんに、市長は「ガーナには日本人が少なく、なじむのが大変と思いますが、ぜひ頑張ってきてくだ
さい」と激励しました。

△JICAボランティアとしてガーナに
派遣されることを市長に報告する小
塚さん

　　　

　9月14日、コミュニティスクール（ＣＳ）の一環として、第3回コミュニティ協

議会・第2回ＣＳ推進委員会が春日中学校で行われました。

　各自治会代表、ＰTA、民生委員などで構成された協議会では、古
ふるさわ

澤校長から

上半期の生徒たちの地域協力や学力・体力向上への取り組みの概要について説明

があり、今後のＣＳ活動についての協議を行いました。

　続いての推進委員会では、6地区自治会代表と、各地区・各学年に1人ずつ置

かれた部
ぶ ご

伍長（代表）の生徒、そして教職員が、地区ごとにグループに分かれて、和やかな雰囲気の中、地区運動会の

運営協力体制について話し合いました。当推進委員会を経て、後日、全

生徒を自治会別に分けた部伍会が開かれ、部伍長が中心となり実践活動

でのそれぞれの役割などについて話し合いが行われます。

　同中学校の部伍会組織は今年6月に発足しました。学年の垣根を取り

払い、自主的に地域貢献活動に取り組んでいます。

　
ふじ

田
た

教頭は部伍会で組織された地域への自主貢献活動を通じて「人間

力を育み、人として何が大切か」を体感していくことは、ＣＳ活動の大

事な目標ですと語りました。 　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報レポーター　松
ま つ お

尾謙
け ん じ

治）

春日中学校　コミュニティ協議会、
コミュニティスクール推進委員会開催される

△コミュニティ協議会で、上半期
の生徒たちの校内外での取り組
みについての説明に聞き入る協
議会の役員たち

△CS 推進委員会で、各自治会ごとに分か
れて、自治会の代表者と今後の地域貢献
活動について真剣に話し合う生徒たち
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イ
ベ
ン
ト

市
民
図
書
館
朗
読
会
２
０
１
６

お
は
な
し
と
朗
読

　
秋
の
恒
例
行
事
、
市
民
図
書
館
朗
読

会
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
今
年
の
夏
に
行
っ
た
、
朗

読
劇「
夏
の
雲
は
忘
れ
な
い
」の
メ
ン

バ
ー
の
一
人
で
、
長
年
、
演
劇・映
画・

テ
レ
ビ
の
世
界
で
、
多
彩
な
演
技
で
活

躍
し
て
き
た
渡わ

た
な
べ辺
美み

さ

こ
佐
子
さ
ん
が
出
演

し
ま
す
。

　
プ
ロ
の
朗
読
を
楽
し
め
る
貴
重
な
機

会
で
す
。

　
入
場
は
無
料
で
、
当
日
、
午
後
１
時

か
ら
会
場
前
で
入
場
整
理
券
を
配
付
し

ま
す
。
ぜ
ひ
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
5
日
㈯　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
開
場：

午
後
１
時
30
分
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

出
演　
渡
辺
美
佐
子
さ
ん（
女
優
、
紫

綬
褒
章
・
旭
日
小
綬
章
・
坪
内

逍
遥
大
賞
を
受
賞
）

定
員　
２
５
０
人

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

福
岡
中
央
ウ
ィ
ン
ド
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

第
１
０
回
定
期
演
奏
会

　
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
や
吹
奏
楽
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
、
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
演
奏
会
で
す
。
ぜ
ひ

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
30
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
４
時（
開
場：

午
後
１
時
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

１
階
ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル（
大

谷
６
ー
24
）

入
場
料　
一
般
５
０
０
円
、
高
校
生
以

下
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
宮み

や
ざ
わ澤

☎
０
９
０（
５
７
２
３
）２
８
１
４

F（
４
４
１
）３
３
０
９

開
催
し
ま
す

消
防
フ
ェ
ア

　
は
し
ご
車
搭
乗
、
防
火
衣
着
装
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　
参
加
費
は
無
料
で
、
事
前
申
し
込
み

も
不
要
で
す
。

※
雨
天
時
や
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、
体
験
内
容
が
一
部
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
11
月
５
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防

本
部（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
本
部
予
防
課

指
導
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
５

F（
５
８
４
）１
２
０
０

http://fukuoka.kon119.
or.jp/

障
害
者
支
援
施
設「
宰
府
園
」

宰
府
園
ま
つ
り

　
拾
得
物
バ
ザ
ー
、ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、

模
擬
店
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
抽
選
会
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
６
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

宰
府
園（
太
宰
府
市
大お

お
ざ
の

佐
野

７
６
１
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎（
９
２
５
）７
２
０
０

F（
９
２
２
）３
１
５
４

多
言
語
で
楽
し
も
う

ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
＆
講
座

　

０
歳
か
ら
参
加
で
き
る
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
講
座
で
す
。
セ
ッ
ト
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
参
加
は
無
料
で
、
託
児（
０
歳
か
ら
、

１
人
５
０
０
円
）も
あ
り
ま
す
。

○
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

　
親
子
で
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
国
の

言
葉
で
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
、
た
く

さ
ん
の
言
葉
に
親
し
み
ま
す
。

　
日
時

▽
10
月
19
日
㈬　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
10
月
29
日
㈯　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

○
講
座

　
人
間
は
ど
う
や
っ
て
言
葉
を
話
せ

る
よ
う
に
な
る
の
か
。
そ
の
力
を
育

む
環
境
と
は
。
体
験
を
通
し
た
お
話

で
す
。

　
日
時
・
場
所

▽
10
月
22
日
㈯　
午
後
２
時
〜
４
時

　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
谷

６
ー
24
）

▽
10
月
26
日
㈬　
午
前
10
時
〜
正
午

　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

定
員　
各
回
10
組

申
込
方
法　
当
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ

ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

０
１
２
０（
５
５
７
）７
６
１

※
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

健　

康

食
育
講
演
会

参
加
者
募
集

　
子
ど
も
時
代
の
適
切
な
食
習
慣
は
、

心
身
の
健
康
づ
く
り
の
土
台
と
な
り
ま

☎　電話番号　 　フリーダイヤル　F　ファックス番号　 　 メ ー ル ア ド レ ス

す
。「
食
」は
体
を
育
て
る
だ
け
で
な
く

脳
の
発
達
を
促
し
、
健
や
か
な
心
を
育

て
ま
す
。

　
ま
た
、
適
切
な
栄
養
摂
取
は
、
認
知

症
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

託
児（
生
後
５
カ
月
以
上
、
無
料
、
先

着
10
人
）も
あ
り
ま
す
。

日
時　
11
月
７
日
㈪

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
視
聴
覚

室（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

内
容　
「
体
だ
け
で
は
な
い
！
心
も
そ

だ
て
る
＇食＇
」

講
師　
櫻さ

く
ら
ぎ木
清き
よ
か香
さ
ん（
聖
マ
リ
ア
グ

ル
ー
プ
医
療
経
営
大
学
非
常
勤

講
師
、
管
理
栄
養
士
）

定
員　
50
人
程
度

※
託
児
は
10
月
17
日
㈪
か
ら
28
日
㈮
ま

で
に
、
電
話
か
直
接
窓
口
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
名

前
･
性
別
・
生
年
月
日
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス

ポ
ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

A B
C
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▽
11
月
29
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
２
時
〜
４

時
▽
12
月
９
日
㈮

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
２
時
〜
４

時
※
い
ず
れ
の
日
程
も
内
容
は
同
じ
で

す
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

材
料
費　
実
費
１
㎏
当
た
り
５
０
０
円

程
度（
１
人
に
つ
き
、
３
kg
ま

で
）

定
員　
各
30
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
、
初
め

て
参
加
す
る
人
が
優
先
で
す
。

申
込
方
法　
11
月
４
日
㈮（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の
返
信

用
宛
名
面
に
、
住
所
、
氏
名
を

記
入
し
、
通
信
面
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
必
要
な
み
そ

の
分
量
、
参
加
希
望
日
時（
第

１
希
望
、
第
２
希
望
ま
で
）を

記
入
し
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー

ツ
課
成
人
保
健
担
当（
〒
816
ー

０
８
５
１
昇
町
１
ー
１
２
０
い

き
い
き
プ
ラ
ザ
内「
み
そ
づ
く

り
教
室
」係
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

福　

祉

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者
募
集

　
先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
父
な
ど
が
戦

没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を

行
い
、
同
地
域
の
住
民
と
交
流
す
る
同

事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
参
加
資
格
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

▽
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

期
間　
平
成
29
年
１
月
19
日
㈭
〜
28

日
㈯（
９
泊
10
日
）

申
込
期
限　
11
月
21
日
㈪

▽
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡

期
間　
平
成
29
年
２
月
１
日
㈬
〜
７

日
㈫（
６
泊
７
日
）

申
込
期
限　
12
月
１
日
㈭

▽
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
２
次
）

期
間　
平
成
29
年
２
月
４
日
㈯
〜
11

日
㈯（
７
泊
８
日
）

申
込
期
限　
12
月
５
日
㈪

▽
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

期
間　
平
成
29
年
２
月
４
日
㈯
〜
11

日
㈯（
７
泊
８
日
）

申
込
期
限　
12
月
５
日
㈪

▽
ミ
ャ
ン
マ
ー（
２
次
）

期
間　
平
成
29
年
２
月
14
日
㈫
〜
23

日
㈭（
９
泊
10
日
）

申
込
期
限　
12
月
14
日
㈬

▽
フ
ィ
リ
ピ
ン（
２
次
）

期
間　
平
成
29
年
３
月
１
日
㈬
〜
８

日
㈬（
７
泊
８
日
）

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
栄
養
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

　
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
気
に

な
る
人
な
ど
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
10
月
25
日
㈫
、
11
月
８
日
㈫

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー

ツ
課
成
人
保
健
担
当　
　
　
　

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

食
生
活
改
善
推
進
員
と
作
る

減
塩
み
そ
づ
く
り
教
室
参
加
者
募
集

　
日
本
人
の
食
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
み
そ
を
、
塩
分
控
え
め
で
手

作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
を
希
望
す
る
人

は
、
当
日
、
み
そ
汁
を
50
㎖
程
度

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

申
込
期
限　
平
成
29
年
１
月
10
日
㈫

▽
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

期
間　
平
成
29
年
３
月
11
日
㈯
〜
19

日
㈰（
８
泊
９
日
）

申
込
期
限　
11
月
11
日
㈮

▽
中
国

期
間　
平
成
29
年
３
月
21
日
㈫
〜
29

日
㈬（
８
泊
９
日
）

申
込
期
限　
平
成
29
年
１
月
23
日
㈪

参
加
費　
10
万
円

※
期
間
、
定
員
、
参
加
費
な
ど
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
一
般
財
団
法
人
福
岡
県
遺
族

連
合
会

☎（
７
６
１
）０
０
１
２

F（
７
８
１
）２
０
５
６

問
い
合
わ
せ
先　
一
般
財
団
法
人
日
本

遺
族
会
事
務
局

☎
０
３（
３
２
６
１
）５
５
２
１

F
０
３（
３
２
６
１
）９
１
９
１

県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
就
業
支
援
事
業

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、一
人
親
家
庭
の
母
、

父
、寡
婦
の
人
を
対
象
に
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
て
就
業
を
支
援
す
る
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
支
援
を
希
望
す
る
人
は
面
談
を
行
い

ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
る
か
、
直
接

来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

▽
月
〜
金
曜
日（
年
末
年
始
、
祝
日
を

除
く
）　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
日
曜
日　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　
同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
ー
１
ー

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

環　

境

う
ち
エ
コ
講
座

リ
メ
イ
ク
講
座
参
加
者
募
集

　
身
近
に
あ
る
、
不
要
に
な
っ
た
傘
や

布
、
革
、
和
服
な
ど
を
リ
メ
イ
ク
し
て

エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
す
。

　

物
を
大
切
に
長
く
使
う
楽
し
み
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
11
月
15
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
実
習

　
　
　
室
Ａ（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
10
月
17
日
㈪
〜
11
月
４
日

㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境

保
全
担
当

☎ （
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fuk 

uoka.jp
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子
育
て

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

参
加
者
募
集

　
市
内
に
居
住
す
る
生
後
２
カ
月
か
ら

６
カ
月（
平
成
28
年
５
月
か
ら
８
月
生

ま
れ
）の
子
ど
も
と
、
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
、
お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
や
友
達

づ
く
り
を
応
援
す
る
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士

で
、
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、
初

め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象
で

す
。

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

日
程　
11
月
９
日
㈬
、
16
日
㈬

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
に
よ
る
相
談（
希
望
者

の
み
）

定
員　
15
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
10
月
16
日
㈰
〜
30
日
㈰
の

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も
の
名

前
、
生
年
月
日
、
居
住
地
区
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未
来

課
児
童
担
当（
須
玖
児
童
セ
ン

タ
ー
内
）

☎（
５
７
３
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

sugu-j@
city.kasuga.fuku 

oka.jp

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　
赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
を
対
象
と
し
た
、
離
乳
食
の

作
り
方
や
進
め
方
を
学
ぶ
教
室（
離
乳

食
中
期
以
降
の
話
が
中
心
）で
す
。

　
託
児（
３
０
０
円
、
先
着
12
人
、
要

申
し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
生
後
６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
の

保
護
者

日
時　
11
月
30
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
受
付：

午
後
１
時
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

材
料
費　
２
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
託
児
に
必

要
な
道
具（
名
前
を
記
入
）

申
込
方
法　

10
月
17
日
㈪
〜
31
日
㈪

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど

も
の
名
前
･
性
別・生
年
月
日
、

託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

　
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

F（
５
０
１
）０
０
５
１

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
注
意
を

　
県
内
で
は
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
に
よ

る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
相
手
は
も
う
け
話
、
不
安
に
な
る

話
を
し
て
、
そ
の
後
、
警
察
官
や
行

政
職
員
な
ど
を
装
い
電
話
を
か
け
て

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
見
え
な
い（
知
ら
な
い
）相
手
か
ら

の
電
話
は
極
め
て
危
険
で
す
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
名
義
を
貸
し
て
ほ
し
い
」、「
時
間

が
な
い
」、「
裁
判
に
な
る
」、「
レ
タ
ー

パ
ッ
ク
で
お
金
を
送
っ
て
く
れ
」な
ど

は
、
犯
人
が
よ
く
使
う
キ
ー
ワ
ー
ド

で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
、
家
族
や
地
域
で
声

掛
け
を
行
い
、
注
意
し
合
っ
て
、
ニ

セ
電
話
詐
欺
に
よ
る
被
害
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

ニ
セ
電
話
詐
欺
防
犯
ポ
イ
ン
ト

▽
電
話
で
お
金
の
話
が
出
て
き
た
ら

詐
欺
を
疑
う

▽
一
人
で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
、
必

ず
家
族
や
警
察
に
相
談
す
る

▽
在
宅
中
で
も
留
守
番
電
話
を
セ
ッ

ト
し
、
直
接
電
話
に
出
な
い
よ
う

に
す
る

電
話
で
お
金
は
全
て
詐
欺
！
す
ぐ
に

相
談
１
１
０
番
！

問
い
合
わ
せ
先

○
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）　

F（
５
８
４
）１
１
４
３

○
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
室

　
☎（
５
８
０
）０
１
１
０

防
犯
グ
ッ
ズ
の
紹
介

　
迷
惑
電
話
防
止
機
器
な
ど
を
使
っ

て
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
27
年
中
の
県
内
ニ
セ
電
話
詐

欺
被
害
は
、
18
億
４
０
０
０
万
円
を

越
え
、
過
去
最
高
の
被
害
額
で
し
た
。

　
今
年
に
入
り
、
被
害
額
は
減
少
傾

向
で
は
あ
る
も
の
の
、
い
ま
だ
被
害

は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
被
害
者
の

91
％
は
固
定
電
話
に
か
か
っ
て
き
た

電
話
で
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
県
警
察
は
、
固
定
電
話

用
の「
迷
惑
電
話
防
止
機
器
の
貸
出
事

業
」を
実
施
し
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
行
い

ま
し
た（
同
事
業
は
継
続
し
て
実
施

中
）。

モ
ニ
タ
ー
調
査
の
主
な
結
果

▽
被
害
防
止
に
効
果
が
あ
っ
た　
98

　
％

▽
安
心
感
を
得
ら
れ
た　
97
％

▽
迷
惑
電
話
が
減
っ
た　
89
％

　
貸
し
出
し
機
器
の
主
な
機
能
は
、

「
迷
惑
電
話
番
号
リ
ス
ト
の
電
話
番
号

を
自
動
で
着
信
拒
否
」、「
相
手
に
通

話
を
録
音
す
る
こ
と
を
事
前
警
告
」、

「
電
話
に
出
る
前
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
注

意
喚
起
」、「
通
話
内
容
を
自
動
録
音
」

な
ど
で
す
。
迷
惑
電
話
防
止
機
器
な

ど
は
家
電
量
販
店
な
ど
で
も
購
入
で

き
ま
す
。
ニ
セ
電
話
詐
欺
や
悪
質
な

電
話
勧
誘
販
売
か
ら
の
被
害
を
防
止

す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

※
機
器
の
利
用
や
設
置
は
、
一
部
有

料
サ
ー
ビ
ス
や
、
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
登
録
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
家
電
量
販

店
、
電
話
会
社
な
ど
に
直
接
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

　
F（
５
８
４
）１
１
４
３

○
春
日
警
察
署
生
活
安
全
課
防
犯
係

　
☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

安
全

安
心
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み
ん
な
で
子
育
て
フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

お
ね
が
い
会
員
説
明
会

　
「
子
育
て
の
手
伝
い
を
し
て
欲
し
い

人（
お
ね
が
い
会
員
）」と「
子
育
て
の
手

伝
い
を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て
会
員
）」

が
支
え
あ
う「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す
が
」の
お
ね
が
い

会
員
に
な
る
た
め
の
説
明
会
を
行
い
ま

す
。

　
受
講
は
無
料
で
、
託
児（
生
後
３
カ

月
以
上
、
無
料
、
先
着
20
人
）も
あ
り

ま
す
。

※
子
ど
も
と
同
席
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
11
月
18
日
㈮

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
視
聴
覚

室（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※
託
児
室
は
３
階
和
室
で
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　

証
明
写
真
２
枚

（
縦
３
㎝
、
横
２・
５
㎝
）、
筆

記
用
具

申
込
方
法　
10
月
17
日
㈪
〜
11
月
４
日

㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児

の
有
無
を
伝
え
る

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
フ
ァ
ミ
リ
ー・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す
が

事
務
局（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
０
１
）０
０
５
１

fam
isap

o
@

city.kasuga.
fukuoka.jp

講
演
講
座

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

講
演
会
参
加
者
募
集

　
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
は
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で

す
。

　
暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害

者
、
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
、
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
で

あ
る
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
侵
害

す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
現
職
の
警
察
官
か
ら
Ｄ
Ｖ
・

ス
ト
ー
カ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
託
児（
無
料
、
先

着
10
人
、
生
後
５
カ
月
以
上
の
未
就
学

児
、11
月
８
日
㈫
ま
で
に
要
申
し
込
み
）

も
あ
り
ま
す
が
、
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

　
手
話
通
訳
な
ど
、
支
援
や
配
慮
が
必

要
な
人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
22
日
㈫

午
後
６
時
〜
７
時
30
分

場
所　

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
研
修
室

（
光
町
１
ー
73
）

内
容　
「
現
職
警
察
官
に
聞
く
！
Ｄ
Ｖ・

ス
ト
ー
カ
ー
の
現
状
」

講
師　
県
警
察
本
部
子
ど
も
・
女
性
安

全
対
策
課
職
員

申
込
方
法　
11
月
15
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
託
児
の
有
無
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
人
権
市
民
相

談
課
人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyo
nasan@

city.kasuga.
fukuoka.jp

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

普
通
救
命
講
習
Ⅲ
参
加
者
募
集

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、
そ
の
他
の
応

急
処
置
を
身
に
付
け
る
救
命
講
習
会
で

す
。　

　
主
に
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
に
対
す

る
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
を
学
ぶ
講

習
会
で
す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂
川

町
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す
る

中
学
生
以
上
の
人

日
時　
11
月
６
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分

場
所　
同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
し
込
み
方
法　

11
月
３
日
㈭
ま
で

に
、
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
本
部

救
急
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１

問い合わせ先　環境課環境保全担当
☎（584）1111（代表）　F（584）1147

10月はエナコロジーマンス　
　九州経済産業局は、毎年10月を
エネルギーと環境を考える月間「エ
ナコロジーマンス」としており、九
州各地で省エネ、リサイクル、再生
可能エネルギー、温暖化対策など、
エネルギーや環境問題をテーマにし
たさまざまなイベントが開催されま
す。イベントに参加して環境につい
て一緒に考えてみませんか。
エナコロジーとは
　エナジー（エネルギー）とエコロ
ジー（環境）を組み合わせてつくった
造語です。地球温暖化問題など、エ
ネルギーと環境との問題は密接なつ
ながりがあります。そこで、これら
を一体的に考え、解決していこうと
いう意味が込められています。
○市環境フェア
　省エネや動物愛護、ごみ問題につ

いて考えるイベントを行います。
　日時　10月16日㈰
　　　午前10時〜午後2時
場所　市役所市民ホール他（原町

3ｰ1ｰ5）
内容　ドングリ細工、自転車発電

体験、廃油石けん作り、プラ
バンの迷子札作成、ごみの積
み込み体験、子ども用品配布
会、働く車大集合イベント　

○環境フェスタｉｎ太宰府「まほろ
ばのもり2016」

　日時　10月23日㈰
　　　　午前10時〜午後３時
場所　太宰府市民の森（太宰府市

観
かん

世
ぜ お ん じ

音寺）
○環境フェアｉｎなかがわ
　日時　10月30日㈰
　　　　午前10時〜午後3時
場所　エコピア・なかがわ（那珂

川町安
あんとく

徳61-18）
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ナ
ギ
の
木
苑

リ
ズ
ム
で
介
護
予
防

　
昔
な
つ
か
し
い
歌
や
曲
を
中
心
に
、

合
唱
や
合
奏
、
体
操
な
ど
を
行
う
楽
し

い
介
護
予
防
教
室
で
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
施
設
利
用
料

（
１
０
０
円
）が
必
要
で
す
。

対
象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民

日
程　
11
月
９
日
、
16
日
、
30
日
、
12

月
７
日（
全
て
水
曜
日
、
全
４

回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木

苑（
星
見
ヶ
丘
１
ー
７
ー
１
）

定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直

接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ナ
ギ
の
木
苑

☎（
５
９
５
）０
５
１
３（
F
兼
用
）

男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

公
開
講
座

　

平ひ
ら
つ
か塚
ら
い
て
う
の
名
言
に「
元
始
、

女
性
は
太
陽
だ
っ
た
〜
」と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。

　
女
性
史
を
知
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
見
え
て
き
ま
す
。

　
「
女
性
が
い
き
い
き
と
活
躍
す
る
た

め
に
〜
女
性
史
か
ら
見
え
る
こ
と
〜
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
２
日
㈬

午
前
11
時
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
研
修
室

（
光
町
１
ー
73
）

講
師　
今い

ま
む
ら村
隆た
か
の
ぶ信
さ
ん（
元
小
学
校
校

長
・
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教

育
局
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
・
マ
イ
ス
タ
ー
）

申
込
方
法　
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル

で
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
男
女
共
同
参

画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日
事
務
局

長

☎
０
９
０（
７
３
９
６
）２
６
５
６

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyo
nasan@

city.kasuga.
fukuoka.jp

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習
会

　
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
社

会
福
祉
施
設（
10
人
以
上
収
容
）や
店

舗
、
飲
食
店
な
ど
の
不
特
定
多
数
の
人

が
出
入
り
す
る
建
物（
30
人
以
上
収
容
）

や
工
場
、
共
同
住
宅（
50
人
以
上
収
容
）

な
ど
は
、
消
防
法
に
よ
り
防
火
管
理
者

を
選
任
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
講
習

会
で
す
。

日
時　
11
月
24
日
㈭
、
25
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
遅
刻
、
途
中
退
席
し
た
場
合
は
、
講

習
を
修
了
し
た
と
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

場
所　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部（
筑

紫
野
市
針は

り
す
り
に
し

摺
西
１
ー
１
ー
１
）

受
講
料　
３
５
０
０
円

定
員　
各
70
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
10
月
24
日
㈪
以
降
、
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受

講
者
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）を
持
参
し

て
、
同
本
部
、
消
防
署
、
各
出

張
所
の
い
ず
れ
か
に
提
出
す
る

（
郵
送
、
電
話
で
の
申
込
不
可
）

※
申
込
書
は
、
消
防
署
窓
口
か
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://fukuoka.kon 

119.or.jp/

）
か
ら
入
手
で
き
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
本
部

予
防
課
指
導
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
５

F（
５
８
４
）１
２
０
０

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

職
業
訓
練
講
習
受
講
生
募
集

　
職
業
訓
練
講
習
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

　
誰
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

○
商
業
簿
記
３
級
試
験
対
策
講
習

　
初
心
者
か
ら
日
商
簿
記
検
定
３
級

程
度
の
内
容
を
学
ん
で
資
格
取
得
を

目
指
す
講
習
を
行
い
ま
す
。

日
程　
11
月
22
日
㈫
〜
平
成
29
年
２

月
17
日
㈮（
全
23
回
、
年
末

年
始
休
講
あ
り
）

時
間　
午
後
７
時
〜
９
時

場
所　
福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前

２
ー
９
ー
28
）

受
講
料　

２
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
、

資
料
代
、
消
費
税
含
む
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

○
第
二
種
電
気
工
事
士（
実
技
）直
前
講

習
　
実
技
試
験
の
受
験
対
策
講
習
で
す
。

対
象　
第
二
種
電
気
工
事
士
筆
記
試

験
合
格
者

日
程　
11
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰（
２

日
間
）

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

受
講
料　
２
万
８
０
０
０
円（
材
料

代
、資
料
代
、消
費
税
含
む
）

定
員　
25
人（
申
込
先
着
順
）

※
テ
キ
ス
ト
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法　
10
月
17
日
㈪
の
午
前
９
時

以
降
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
職
業
訓
練
法

人
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

☎（
６
７
１
）６
８
３
１

F（
６
７
２
）２
１
３
３

白し
ろ
う
ず水
ミ
ヨ
子こ

さ
ん（
93
歳
）

　
き
れ
い
な
姿
勢
が
印
象
的
な
白
水

さ
ん
は
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
実
施

し
て
い
る
高
齢
者
運
動
教
室「
古
希

元
気
塾
」で
最
年
長
。

　
い
つ
も
友
達
に
囲
ま
れ
、
賑
や
か

に
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
規
則
正
し
く
自
立
し
た

生
活
を
心
掛

け
、
週
１
回

の
運
動
で
健

康
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

　
趣
味
が
多

く
、
50
歳
代

か
ら
始
め
た

パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
ビ
ー
ズ

織
り
、
京
雅 

張
り
は
プ
ロ

級
の
腕
前

で
、
友
達
や

孫
か
ら
発
注
を
受
け
る
ほ
ど
。
時
に

は
数
カ
月
か
け
て
大
作
を
作
り
あ
げ

ま
す
。

　
元
気
の
素
は
、
友
達
と
の
お
し
ゃ

べ
り
と「
で
き
る
間
は
自
力
で
生
活

し
た
い
」と
い
う
思
い
。
己
を
律
し

な
が
ら
、
大
切
に
日
々
を
重
ね
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢
者
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）３
０
９
０

△白水さん （作品とともに）

△白水さん（中央）と教室の仲間
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相　

談

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会

２
０
１
６
全
国一斉
労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　
司
法
書
士
が
、
電
話
で
労
働
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
無
料
で
応
じ

ま
す
。

日
時　
11
月
27
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
内
容（
司
法
書
士
の
業
務
に
関
す

る
も
の
に
限
る
）

▽
労
働
相
談
全
般　
賃
金
、
残
業
代
、

解
雇
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
問
題
、
違
法
派
遣
問

題
な
ど

▽
借
金
問
題

▽
離
職
に
伴
う
住
居
問
題

▽
生
活
保
護
・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
▽
離
職
者
支
援
制
度
の
紹
介

相
談
電
話
番
号（
11
月
27
日
の
み
）

０
１
２
０（
６
１
０
）４
５
６

当
日
以
外
の
相
談
電
話
番
号

☎（
７
２
４
）９
５
０
５

問
い
合
わ
せ
先　
県
青
年
司
法
書
士
協

議
会
司
法
書
士　
増ま

す
だ田

☎
０
９
４
０（
３
５
）７
１
２
５

F
０
９
４
０（
３
５
）７
１
２
６

福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

一人
親
家
庭
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談

　
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
人
親
家
庭
の
福

祉
を
守
り
自
立
を
支
援
す
る
観
点
か

ら
、
子
ど
も
の
養
育
費
な
ど
の
生
活
上

の
問
題
に
関
し
て
、
弁
護
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時

▽
昼
間
の
相
談　
11
月
２
日
㈬
、
12
月

７
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
３
時

▽
夜
間
の
相
談　
11
月
９
日
㈬
、
24
日

㈭
、
12
月
14
日
㈬
、
27
日
㈫

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
相
談
時
間
は
約
30
分
で
す
。

場
所　
同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
ー
１
ー

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
６

階
）

定
員　
１
日
４
人（
申
込
先
着
順
）

※
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日
ま
で
に
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（http://fukuoka-kenbor 

en.jp/legal

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
連
合
会

☎（
５
８
４
）３
９
２
２

F（
５
８
４
）３
９
２
３

　地域と共に
須玖小学校６年　　　　

　　　　　　　　　　　　　西
に し む ら

村　佳
か な

菜
　
　私は、これからの未来がよくなるためには、豊かで平和
な暮らしが続くことが大事だと思う。そのような暮らしをす
るには、地域の人とかかわるのが大事だと思う。
　四月に放送された熊本地震のテレビを見た。画面が変わ
り次にでてきたのは、配られる食べ物をみんなが分け合っ
ているところだった。私はそれを見て、このような時こそ地
域の人たちと共に協力し、助け合うことが大切だということ
をあらためて実感した。しかし、その時だけみんなと協力し
合える訳ではないのだ。みんな困ったときに協力し合うた
めに、日ごろから、地域の行事に行き、手伝うことや資源
回収やクリーン作戦などにみんなで協力し、その地域をよ
り良くするための活動も積極的に行くことが大切なことだと
思う。私は、このような一人一人にできることがもしものと
きに協力し合えることにつながると思うのだ。それでは、な
ぜ日ごろから積極的に地域の行事に行くことが協力するこ
とにつながるかというと、地域の行事に行くことで知り合い
になり、会話がふえて、協力できる関係になると思うからだ。
　しかし、話すことが苦手であまりいろいろな人とかかわる
ことができないという人もいるだろう。だけど、その事を一
人一人がのりこえることで社会を明るくすることの第一歩に
つながると思う。でも最近は、都会が増えていってる。他
にスマートフォンやパソコンなどのインターネットにつながる
ものなどもどんどん増えていっている。そうなることで直接

人と話す機会が減り、インターネットのなかで話すことが増
え、地域の人とかかわることが少なくなる。今もこのような
ことがあるのに、これからも、もっともっと今より電子化が
進んだり、誰にでもインターネットができるようになったり
すると前よりもっと話す機会が減る。今よりスマートフォン
は便利になっていくけれど、その分失うこともあるというこ
とをみんなに分かってほしいと思う。スマートフォンを持つ
のはいけないということが伝えたいのではなく、持ってても
人と直接話すことを大切にする気持ちをもつということが言
いたいのだ。相手の顔が分からないまま会話するより、直
接相手の顔を見て話した方が絶対に楽しいはずだ。それは、
日本だけではなく、世界のいろいろな国でも同じことだ。こ
のことを世界中でやっていけば、みんなの心が一つになり、
絆が増えると思う。
　これからの未来が今のままの平和で豊かな暮らしが続い
てほしいと思う。そして、いろいろな人と会話し、協力し、
その地域を良くすることをみんなが大切にしてほしい。私は
進んで地域のボランティアや祭りのお手伝いや地域の人と
会話やあいさつを今まであまりやっていなかった。だから、
これからは、自分も地域の人とかかわることを大切にしよ
うと思った。これは、平和で豊かな生活をするための小さ
な一歩だけど、その一歩が増えることで大きな一歩となり、
平和で豊かな生活につながってくると思う。

７月９日にふれあい文化センターで行った第66
回「社会を明るくする運動」推進大会の一環とし
て、市内の４小学校から募集した作文の優秀作品
の紹介の4回目（最終回）です。
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募　

集

水
郷
ひ
た
の
森
づ
く
り

参
加
者
募
集

　
福
岡
都
市
圏
は
、
使
用
す
る
水
道
水

の
約
３
分
の
１
を
筑
後
川
の
水
に
頼
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
水
」の
大
切
さ
を
学
ん
で

も
ら
う
と
と
も
に
、
筑
後
川
に
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て「
植
樹
活
動
」に
参
加

す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
昼
食
は
準
備
し
ま

す
。

※
少
雨
決
行（
荒
天
の
場
合
中
止
）で

す
。

対
象　

福
岡
都
市
圏
に
居
住
す
る
人

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

日
時　
11
月
27
日
㈰

午
前
８
時
〜
午
後
５
時（
受
付：

午
前
７
時
40
分
〜
７
時
50
分
）

※
集
合
解
散
は
福
岡
市
役
所（
福
岡
市

中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１
）で
す
。

活
動
場
所　
大
分
県
日
田
市（
萩は

ぎ
お
し
尾
市

有ゆ
う
り
ん
林
）

定
員　
80
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽

選
）

持
っ
て
く
る
も
の　
山
の
中
で
作
業
で

き
る
服
装
、
長
靴（
雨
天
時
）、

着
替
え
、
雨
具
、
飲
み
物
な
ど

申
込
方
法　
11
月
14
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募

者
全
員
分
の
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名（
よ
み
が
な
）、
年
齢
、
電

話
番
号（
緊
急
連
絡
先
）を
記
入

し
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
都
市
圏

広
域
行
政
事
業
組
合（
〒
810
ー

８
６
２
０
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
ー
８
ー
１
）

☎（
７
３
３
）５
０
０
４

F（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m

b.infow
eb.

ne.jp

春
日
地
区
若
水
会
館　

管
理
人
募
集

　
住
み
込
み
可
能
で
、
明
る
く
元
気
な

夫
婦
世
帯
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
場
所　
春
日
地
区
若
水
会
館（
公

民
館
）（
春
日
１
ー
１
１
１
）

業
務
内
容

▽
会
館（
公
民
館
）の
開
錠
・
施
錠
・
火

災
予
防
な
ど
の
安
全
管
理

▽
会
館（
公
民
館
）玄
関
お
よ
び
貸
室
の

開
錠
・
施
錠
・
消
灯
点
検（
閉
館
は

午
後
10
時
）

▽
会
館（
公
民
館
）内
外
の
清
掃
お
よ
び

整
理
整
頓
、
美
化
作
業

▽
会
館（
公
民
館
）各
種
備
品
な
ど
の
管

理
※
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
は
、

勤
務
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

休
日　
毎
月
第
２
月
曜
日
、年
末
年
始
、

盆

応
募
方
法　
11
月
18
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、
履
歴
書
を
送
る
か
直
接
窓

口
に
持
参
す
る

※
手
当
て
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
地
区

自
治
会　
池い

け
だ田
征ま
さ
ひ
ろ洋（
〒
816
ー

０
８
１
４
春
日
１
ー
１
１
１
）

☎（
５
７
１
）４
１
４
９

F（
５
７
１
）７
９
２
１

そ
の
他

保
育
士
就
職
支
援
資
金
貸
付
を
開
始

〜
保
育
所
な
ど
に
２
年
間
勤
務
で
返
済
を
免
除
〜

　
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
保
育
人

材
確
保
の
た
め
、
福
岡
県
で
は
、
資
格

を
持
ち
な
が
ら
現
在
は
保
育
士
と
し
て

働
い
て
い
な
い「
潜
在
保
育
士
」に
対

し
、
就
労
支
援
の
た
め
の
資
金
を
貸
し

付
け
ま
す
。

　
県
内
の
保
育
所
な
ど
に
２
年
間
勤
務

し
た
場
合
、
返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

貸
付
金
額

▽
未
就
園
児
を
持
つ
潜
在
保
育
士
に
対

す
る
保
育
料（
認
可
保
育
所
な
ど
に

限
る
）の
一
部
貸
付（
保
育
料
の
２

分
の
１
で
、
月
額
２
万
７
０
０
０

円
上
限
・
1
年
限
度
）

▽
潜
在
保
育
士
に
対
す
る
就
職
準
備
金

貸
付（
20
万
円
上
限
・
1
回
限
り
）

返
済
免
除
の
条
件　
県
内
の
保
育
所
な

ど
に
2
年
間
勤
務
す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
社
会
福
祉
協

議
会
総
務
課

☎（
５
８
４
）３
３
７
７

F（
５
８
４
）３
３
６
９

http
://w

w
w

.fsw
.o

r.jp
/

jigyo/hoikushisikin/hoiku 
shisikin.htm

l

使
用
者
も
労
働
者
も
必
ず
チ
ェッ
ク

県
最
低
賃
金
改
正

　
県
の
最
低
賃
金
が
改
正（
効
力
発
行

は
10
月
１
日
）さ
れ
ま
し
た
。

　
県
最
低
賃
金
は
、
常
用
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
、
派
遣
な
ど
の
雇
用
形
態
や
国

籍
・
年
齢
の
区
別
な
く
、
県
内
の
事
業

場
で
働
く
全
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
使
用
者
も
労
働
者
も
必
ず
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

最
低
賃
金　
１
時
間
７
６
５
円（
こ
れ

ま
で
の
最
低
賃
金
７
４
３
円
）

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室

☎（
４
１
１
）４
５
７
８

F（
４
１
１
）２
６
３
３

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を

　
検
察
審
査
会
は
、
犯
罪
の
被
害
者
な

ど
か
ら
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を
不
服

と
し
て
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と
き
に
、

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら「
く

じ
」で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員

が
、そ
の
不
起
訴
処
分
を
審
査
し
ま
す
。

　
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
は
、

国
民
の
代
表
と
し
て
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
第
一
・
第
二
検

察
審
査
会
事
務
局

☎（
７
８
１
）３
１
４
１

F（
７
８
１
）３
１
８
５

読
書
集
会

　
体
育
館
に
響
く
優
し
い
オ
ル
ゴ
ー

ル
の
音
色
。
そ
の
体
育
館
を
８
人
ほ

ど
の
縦
割
り
班（
異
年
齢
で
構
成
さ

れ
た
班
）の
子
ど
も
た
ち
が
、
い
た

る
と
こ
ろ
に
輪
に
な
っ
て
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
視
線
は
食
い
入

る
よ
う
に
１
カ
所
に
注
が
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
先
に
は
、
最
上
級
生
の
６

年
生
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が

開
か
れ
て
い
る
の
で
す
。「
子
豚
の

き
ょ
う
だ
い
は
、
お
母
さ
ん
の
呼
ぶ

声
の
方
へ
駆
け
だ
し
て
い
き
ま
し
た

･･･

」「
だ
る
ま
さ
ん
は･･･

」「
大
き
な

恐
竜
は･･･

」「
優
し
い
チ
ョ
ウ
は･･･

」

そ
れ
ぞ
れ
の
班
ご
と
に
６
年
生
が
読

み
聞
か
せ
を
す
る
絵
本
の
世
界
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
話
を
聞
き
終
わ
っ
た
下
級
生
は「
あ

り
が
と
う
」の
気
持
ち
を
込
め
て
拍

手
を
し
ま
す
。
そ
の
顔
に
は
お
話
の

世
界
の
喜
び
や
悲
し
さ
の
余
韻
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
次
の
お
話
は
な
ぁ
に
」下
級
生
の

リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
、
新
し
い
本
を

取
り
出
す
６
年
生
の
表
情
は
ま
た
、

優
し
さ
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
も
の
で
し

た
。

　
日
の
出
小
学
校
校
長　
水み
ず
か
み上
雅ま
さ
よ
し義
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私
の
将
来
の
夢
は
、
公
務

員
に
な
っ
て
世
の
中
の
役
に
立

つ
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
今

回
、
市
役
所
で
職
場
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
▼
や
は

り
市
役
所
と
い
う
と
堅
い
イ

メ
ー
ジ
が
強
く
、
体
験
に
来
る

前
は
か
な
り
緊
張
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
想
像
と
違
い
、

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
私
た
ち

に
仕
事
を
丁
寧
に
教
え
て
く
だ

さ
る
方
ば
か
り
で
、
ま
す
ま
す

夢
に
対
す
る
思
い
が
深
ま
り
ま

し
た
▼
私
は
中
学
１
年
生
の
と

き
転
入
し
て
き
た
の
で
、
あ
ま

り
春
日
市
の
こ
と
を
知
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
職
場
体
験
で
市
役

所
の
人
は
市
民
に
少
し
で
も
春

日
市
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
、
工

夫
を
し
て
い
る
の
だ
と
強
く
感

じ
、
春
日
市
の
こ
と
が
大
好
き

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
体
験

は
本
当
に
良
い
経
験
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
も
夢
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　

陽

■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時〜16時／市役所／第1水曜日9時以降の平
日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月〜金曜日／10時
〜12時15分、13時〜16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111（代表）
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所　☎（622）0403　☎（643）3168
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆春日市子ども・子育て相談センター　☎（584）1015 F（501）0051
月〜金曜日／8時30分〜17時／いきいきプラザ

◆児童虐待相談　児童相談所全国共通：189（いちはやく）
◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月〜金曜日／9時〜16時／福岡県ひとり親家庭等就業・自立
支援センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。
月〜金曜日／8時30分〜17時
人権
◆定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201
第1火曜日／10時〜15時／市役所2階市民相談室（予約不要）

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん

◆ちくし女性ホットライン（暴力・DV・セクハラの相談）　☎（513）7335
月・水〜金曜日12時〜19時／土曜日10時〜 17時（祝日、年末年始
を除く）
◆福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日／9時〜17時（祝日を除く金曜日のみ18時〜20時30分）
／福岡県男女共同参画センター（8月13〜 15日、年末年始を除く）
不安・悩みごと
◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」
　☎（632）7830　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)

こども未来課児童担当（すくすくプラザ内）
　　　　（須玖南2‒120）
　☎（573）2431　F（584）7739

　　絵本の読み聞かせ

　「絵本って、いつから読んであげたらいいのか」、「年
齢に合わせた絵本を選ぶのが難しくて」という話をよく
聞きます。生後１、２カ月の赤ちゃんにも絵本の中の心
地良い言葉は届きます。
　読み聞かせは、この頃から始めるのもいいと思います。
　長くて難しい幼児向けの絵本を赤ちゃんに読み聞かせ
ることは無理ですが、赤ちゃん向けの絵本は幼児から大
人まで楽しめます。まずは、保護者が絵本を手に取って
声に出し読んでみましょう。
　「ぶーぶー」、「じゃあじゃあびりびり」など擬音語を楽
しむ絵本。「いないいないばあ」、「おはよう」、「はあい」
などまねっこを楽しむ絵本。
　「がたんごとん　がたんごとん」、「たまごのあかちゃ

ん」など繰り返しを楽しむ絵本。
　そして３歳頃からは「めっきらもっきらどーんどん」
「わたしのワンピース」などの絵本を楽しみましょう。
　「赤ちゃんにどうやって絵本を読んであげたらいいの
か」、「絵本を読むのが下手だから」と苦手意識を持つ人
もいるようですが、子どもにとっては、大好きな家族の
生の声で読み聞かせることが一番です。膝に座らせたり、
抱っこしたりしながら読み聞かせをすることで親子のコ
ミュニケーションが取れ、スキンシップにもなります。
　須玖児童センターたんぽぽルームでは「親子でぎゅっ
♪（毎週水・金曜日、第３土曜日の午後１時30分から、
月に１回火曜日の午前11時から）」の中で、20分程度、
就学前の親子を対象に絵本の読み聞かせをしています。
季節の絵本なども紹介していますので、ぜひ参加してく
ださいね。

※今号と次号の2回にわたり、市役所で職場体験を行った春日北中学校の生徒の「さんぽみち」を掲載します。
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春日市防災ツイッターやっています（情報発信のみ）
　　　kasuga_bousai

奴
国
写
真
館

奴
国
写
真
館

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
　
☎（
５
０
１
）１
１
４
４
　
F（
５
７
３
）１
０
７
７

　
一
の
谷
Ｂ
遺
跡
は
下
白
水
地
区
の
北
部
に
あ
っ
た
、
標
高
約

37
ｍ
の
小
丘
陵
上
に
広
が
る
遺
跡
で
す
。
昭
和
52
年
に
発
掘
調

査
を
し
た
と
こ
ろ
、
弥
生
時
代
中
期
か
ら
後
期
初
め
の
甕
棺
墓

群
を
主
体
と
し
た
遺
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
発
見

さ
れ
た
甕
棺
墓
は
１
６
９
基
に
及
び
ま
す
。

　
写
真
は
、
45
号
甕
棺
墓
の
下
甕
部
分
で
す
。
甕
棺
は
弥
生
時

代
中
期
の
大
型
の
土
器
２
個
を
組
み
合
わ
せ
て
カ
プ
セ
ル
状
に

し
た
棺ひ

つ
ぎ

の
一
種
で
す
。
上
甕
の
大
き
さ
は
、
口
径
78
㎝
、
高
さ

45
㎝
ほ
ど
、
下
甕
は
口
径
84
㎝
、
高
さ
１
２
０
㎝
ほ
ど
で
、
中

に
は
骨
が
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
頭
蓋

骨
か
ら
足
の
指
ま
で
残
っ
て
い
る
こ
と
は
大
変
珍
し
い
こ
と
で

す
。
こ
の
人
物
は
、
身
長
１
６
４
㎝
前
後
の
壮
年
の
男
性
で
、

副
葬
品
を
伴
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
あ
ま
り
身
分
の
高
い
人
で

は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

下
白
水
地
区
の
文
化
財

〜
一
の
谷
Ｂ
遺
跡
の
甕か
め
か
ん
ぼ

棺
墓
で
見
つ
か
っ
た
人
骨
〜△45号甕棺墓から出土した人骨
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